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「ヒスタミン」作用二關スノレ研究

                            
第6報 「ヒスタミン」中毒治療試験（其ノ3）

金澤警科大學小見科學教室（泉教授指導）

馨學士 影  山 秀  康
    Hl’吻ノaSZt」lkrageyama

    （昭和18年6月24日受附）

（本論文ノ要旨ハ第48回日本小児科學會総會二於テ叢表セリ．伺ホ費用ハ

昭和17年度文部省科學研究費ノ補助ヲ仰ゲリ．記シテ以テ謝意ヲ表ス）．

                   内 容

 各種藥品前虞置ノ「ヒJ皮下注射海狽或ハ家兎ノ申毒

致死チ及ボス影響ヲ楡シ，「オピスタソ」前虞置海月ハ

致死最ノ敷倍ノ「ヒ」皮下注射二耐へ得ル事並二家兎二

抄 録

於テモ「ヒ」二封シ抵抗ヲ増強セシメ得ルモノナル事ヲ

醗セリ．

第1章 緒 論

第琴章實験材料及ビ實験方法

第3章 實験威績

 第1節 海狽二一ケル古画成績

  第1項 封照試験

  第2項 コラミソ

  第3項ストロファンチソ

  第4項er 1タミソB

  第5項ヴィタミンC

  第6項硫酸マグネシウム

  第7項 ヒニソ
           な
  第8項盟化アドレナリン

  第9項 硫酸アトロピン

目 爽

  第10項 ブtルムブルデヒード

  第11項 ヒスタミナーゼ

  第12頂 オピスタソ

   ィ）豫備試験

   ロ）治療試験

 第2節家兎二於ケル實験成績

  第1項 封照試験

  第2項 「オピスタン」皮下注射ニヨル試験

  第3項 「オピスタン」翻脈内注射ニヨル試験

第4章 絡括並二考按

第5章 結 論

    主要文献

                 第1章

 現今「ヒスタミン」（以下「ヒ」ト略記ス）＝關

スル各方面aリノ研究極メテ旺ンナリ．而シテ

緒   論

 之が解毒二就キテモ種々研究セラレツ・アリ・

  余ハ疫痢檬症歌ノ獲生二封シ「ヒ」ノ重要性ヲ

［ sc ）
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信ズル見地ヨリ「ヒ」作用，殊二二ノ解毒治療二

二キ二二的研究ラ進メツ・アリ．

 二二第1（1），2，（2），3（3）二二於テ「ヒ」ノ吸着

試験ヲ行ヒ腸管内二於テ硅藻土ヲシテ「ヒ」ノ極

メテ大量ヲ吸着セシメ，共ノ生艦内吸牧ヲ阻止

スル二二依リ治療上有効ナルベキヲ述べタリ．

99 4報④二二Sハ直接「ヒ」＝作用シ或ハ間接

二生艘ノ「ヒ」解毒力ヲ門下セシムル二二依リ共

ノ作用ヲ減弱セシムベシト考ヘラル・藥晶二就

キ「ヒ」申毒家兎二封スル治療効果ヲ論ジタリ．

第5報（5）二於テハ「ヒ」作用二拮抗シ，「ヒ」二

軍ツテ惹起セラレタル中毒症歌二封シ：有効ナル

ベキモノノ軍戸ヲ捌出海狽腸管並二家兎回歴二

就キそテヒタリ．

     
 本篇二二テ余ハ「ヒ」中毒動物二封シ最：モ有効

ナルモノヲ求メント欲セリ．而シテ之が検索二

當リas 4報（4＞及ビ第5報（5）ノ結果有効ナラン

ト思惟サル・藥品二就キ其ノ海狽或ハ家兎ノ

「ヒ」中毒致死二刀ボス影響ヲ窺ハントセリ．海

狽ハ周知ノ如ク「ヒ」二最モ鋭敏ナル動物ニシテ

微量ノ「ヒ」二二リテモ忽チムシテ「ショック症

歌ノ下二艶レ且ツ其ノ症状並二死因二四キ見ル

モ家兎トハ梢々趣ヲ異ニス．症即死下等ヲ考フ
ノルニ余ノ實験目的ヨリスレバ家兎ヲ以テスルヲ

二二トスベシ．然レドモ循環器障碍，呼吸器障

碍等ハ丁丁共存シ，唯家兎二於テハ前者が主要

症状ナルニ劃’シ海瞑二於テハ後者ヲ主要症状ト

ナスニ過ギズ．其聞二根本的ノ相異ハ認メラレ

ズ．依ツテ先ヅ簡便ニシテ且ツ致死量小ナル海

瞑ヲ以テ實験スル事トセリ．然ルニ海狽皮下二

「ヒ」ヲ注射スル時ハ多クハ「ショック症歌ノ下

二艶ル・ガ開脚眞ノ治療試験ハ之ヲ行フ一時間

二丁裕ナシ．依ツテ豫メ藥品ヲ前庭置シ5分後

二「ヒ」ヲ注射セリ．從ッテ其ノ知り得ル所ハ豫

防効果ナリ．

第2章實験材料及ビ實験方法

 1）實験動物：二重200～4009ノ海狽及ピ2kg前

後ノ家兎ヲ使用セリ．

 2）「ヒスタミン」：石津二三酸「ヒスタミン」ヲ用

ヒタリ1海瞑皮下注射二四テハ，ソノ0．5％生理的食

盤水溶液トシテ使用シ，家兎皮下注射二於テハ「ヒス

タミン」所要量ヲ3ccノ生理的食導水二溶解セシメ使

用セリ．

 3）家兎血墜測定法：右側総頸動脈二於ケル観血

的測定法二三レリ（第1報（1）参照）．

 4）皮下注射部位：海門二於テハ背部，家兎二階

テハ上腿外側ヲ選ピタリ．

 5）海狽二階ケル治療藥品注射ハ「ヒJ注射5分前二

行ヒタリ．但シ「ヴィタミン」Bノミハ30分前二行ヘ

リ．

第3章 實 験 成 績

第1節海狸二於ケル二二成績

 第1項封照試験（第1表）

 皮下注射ノ場合二二ケル海狽ノ「ヒ」致死量

ヲ検スルニ二重200－4099程度ノモノニテ大磯

5mg／kgヲ以テ確實ナルi致死量ト見徹セリ．

 致死量ノ「ヒ」ヲ皮下注射スル時ハ間モナク不

安，煩燥トナリ旧風ヲ二三ス．次イデ数分ニシ

テ特有ナル呼二巴呼吸困難ヲ呈シ來ル．帥チ海

狼ハ共ノ呼氣＝際シ極メテ努力的ニシテ頭部ヲ

前方＝突キ出スガ如クシ叫聲ヲ獲シテ吸氣ヲ行

ヒ頭部ヲ輕ク三野ス．更二進メバ強直性痙攣或

ハ間代性痙攣ヲ稜シ顛倒シ四二呼吸ヲ停止スル

ニ至ル．然レドモ心臓ハ多クノ場合街ホ数分時

二数＋分後二於テモ搏動シアリ．平々綾町ナル

経過ヲ取ルモノニアリテハ呼吸促迫ハ之ヲ認ム

ルモ痙攣的ナラズ時々叫聲ヲ獲スルノミニシテ

鍋踏萎縮シテ全ク無力的トナリ数十分或ハ1時

聞以上経過セル後死亡スルモノアリ，

［ 38 ）
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第 1 表

海 i丁

番 號

48

49

50

112

114

89

91

101

144

146

55

丁
重
（g）

210

i245

265

265

266

”5

250

275

260

248

255

9

9

6

9

6

9

9

9

6

6

6

「ヒスタミン」

mg／kg

 4

 4

 4

 4

 4

 5

 5

 5

 5

 5

5．5’

総 量
（mg）

O．95

1．0

1．1

1．1

1．05

1．48

1．25

1．38

1．3

1．24

1．4

二

死（

生

死（

死（

死（

死（

死（

死（

死（

死（

死（

20i）

2h ）

6i）

12ノ）

12i）

24i）

10／）

25i）

10i）

29ノ）

（括弧内ハ呼吸停止二二リタルマデノ時間ヲ示ス），

 第2項「キオシン」（「コラミン」）（第2表）

           り 余等ハ疫痢様症歌時二於テ「コラミγ」ノ有効

ナルヲ認メ之ヲ使用シツ・アリ．而シテ叉「ヒ」

二依リ惹起セラレタル循環障碍二曲シテモ有効

ニシテ且ツ摘出腸管馬飛筋二於テモ「ヒ」二封シ

拮抗作用ヲ呈スル事ハ第5報（5）＝於テ述べタ

ル所与リ．依ツテ本篇二於テ本藥品ノ前虎置二

                 第   2

依り如何ナル抵抗ノ増加ヲ示スヤヲ検セルニ第

12表ノ如クニシテ二三例トノ明白ナル差ハ認メ

ラレザリキ．蓋シ「コラミン」ハ「ヒ」二依リ惹起

セラレタル循環障碍二効アルモ，カ・ル使用量

ニチハ其ノ主要連歌タル氣管枝筋痙攣二封スル

緩解作用ハ不充分＝シテ海鳥ノ死亡ヲ來セルモ

ノト考ヘラル．

表
、性

「オキシン」 「ヒスタミン」

轄   蘇
州 門

ﾔ槻

盟薦

℃c／kg 総 量
img） mg／kg

縮 量
img）

72

V4

W4
P34

327

Q85

Q35

Q80

♂♀8♀

0．2

O．5

O．2

O．5

16．25

R5．75

P1．75

R5

6655

1．96

P．71

P．18

P．4

死（12！）

?i 5！）

?i・ユ8！）

?i35！）

 第3項9一「ストロファンチン」（第3表）

 坂本，久野村氏（6）等ハ疫痢檬症状二封シテ

g一「ストロファンチン」ノ有効ナルヲ報告セリ．

本剤ノ「ヒ」二依ル循環障碍二封スル影響二就テ

第 3

ハ第5報⑤二於テ述べタル所ナリ．本剤前慮
置後，「ヒ」5mg／kgノ皮下注射ヲ行フニ第3表

ノ如ク＝シテ，「コラミン」ト一三其ノ致死量ニ

ハ明力づ’ル影響ヲ認ムルニハ至ラザリキ．

表

・ウアバ昌ソ・1・ヒスタ・ン・
海 瞑

ﾔ 號

艦島

性
CC／kg 総 量

img） mg／kg
総 量
img）

轄   蹄

@噛昌
94

X8

P35‘

308

R05

Q60

♂♂♀ 122

0．0155

O．0305

O，026

555

1．54

D1．53

P．30

死（15つ
?i 8ノ）

?i22！）

［ 39 ）
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     第4項「ヴィタミン」B

 「ヴィタミン⊥B1ノ疫痢檬症状時二有効ナル

事ハ屡々唱ヘラル、所ナリ．叉一方「ヒ」二一シ

拮抗作用大ナリトノ谷口氏（7）等ノ報告アリ．’

余ハ第4報く4）X於テ本捌二俸：ル治療試験ヲ行

ヒ，第5報（5）＝於テ摘出腸管昌封スル拮抗作

                 第   4

用ヲ検シ其ノ作用輕微二四ギザルヲ認メ，恐ラ

ク生髄ノ解毒力ヲ昂ムル事二依リ間接的二解毒
     の作用ヲ一一スルナラント述べタリ．本實験二於

テ二郎二「ヒ」注射前30分二「ヴ，1タミン」B1ヲ

注射セルモ其ノ卓効ハ認ムルヲ得ザリキ．

表

性
「メタボリン」 「ヒスタミン」

轄   臨
海 狸

ﾔ瞬

二重（9）

cc／kg 糖 量
img） mg／kg

総 壁
img）

66

W1

X2

P39

260

Q50

Q78

w

ε♀♀♀ 5555

2．6

Q．5

Q．8

Q．9

6555

1．56

P．25

P．39

P．45

死（ 4ノ）

?i17ノ）

?i20つ
?i50ノ）

     第5項「ヴィタミン」C

 飯塚（8），谷口（7）氏等ハ海狸二於テ「ヴィタミ

ン」Cノ前庫置が明カニ「ヒ」二上ル「シヨソク

症朕ヲ緩解シ，「ショック死ヲ抑制スト構セリ．

余ハ第5報（5）二摘出腸管二三ケル「ヒ」二封ス

                 第

 ル拮抗作用輕微ナル事ヨリ本一品ノ効果モ恐ラ

 ク「！taタミン」：B手同様間接的ノモノナラン

  ト述べタリ．本實二二於テモ第5表（のノ如ク
           の 5mg／kg及ビ6mg／kg二於テ生死相牛スル歌態

 ニアリテ其ノ効果梢々見ルペキモノアリタリ．

5   表

海 狽 胆 「ビタシミン」 「ヒスタミン」
重 性 輔   三

番 號 （9） 纏 量 mg／kg 総 量img）

69 315 ε 5 158 6 1．9 生  迦
76 265 ♀ 5 133 6 1．6 死（ 5！）

136 250 3 5 125 6 L3 死（20ノ）

83 285 8 5 143 5 1．43 生

93 283 ♀ 5 140 5 1．42 死（ 5つ
137 240 ♀ 5 120 5 1．2 生

    第6項 硫酸マグネシウム」

硫酸マグネシウム」ガ滑面一二封シ鎭痙作用

ヲ有スル事ハ周知ノ事實ナリ．本藥品が摘出腸

                 第 6

管二於テモ拮抗作用ヲ認メウル事ハ第5報（5）二

上テ述べタリ．本實験二於テモ第6表ノ示ス如

ク寸々有効ナルヤヲ思ハシメタリ．

霊

感 狽 膿重

憧 ネシウム
1400硫酸マグ 「ヒスタミン」

轄   臨
番 號 （9）

cc／kg 総 量
img）

mg／kg 紬 量
img）

52 290 ♀ 5 203 8 2．32 死（ 5！）

58 235 3 ら 168 7 1．65 死（12！）

59 310 ♀ o 5 217 6 1．86 死（151），
77 280 ♀ 2 78．4 6 1．68し 死（ 81）

88 別 ε 5 203 5 1．45 死（3唱0！）

145 240 8 5 168 5 1．2 生

［ ‘ro ］
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      第7項「ヒニン」

 第5報（5）二丁テ摘出腸管ノ「ヒ」性牧縮二封

シ，「ヒニン」ガ微量ヲ以テヨク大ナル拮抗作用

ヲ呈スル事ヲ述べタリ．然レドモ本實験甲骨テ

ハ第7表ノ如ク何等認ムベキ結果ハ得ラレザリ

キ，「ヒ＝ン」ノ上記腸管ノ「ヒ性牧縮緩解作用

ハ原形質毒トシテ細胞ヲ障碍スル爲メナランカ

ト思惟セラル．

第 7 表

海 猿

ﾔ 號

饅重（9）

性

5％・ヒ和ソ・巨ヒスタ・ソ・

CC／kg 総 量
img） mg／kg

総 量
i皿9）

轄   隔

@   ・
67

V9

P38

260

Q87

Q90

♀♀＄ 111

13．

P4．5

P4．5

655
1．56

P．44

P．45

  、?i 5！）

?i30ノ）．

?i25ノ）

    第8項臨化アドレナリン」

 「アドレナリン」ト「ヒ」トノ關係二就キテハ摘

出腸管二於テ國見（9），今泉（10），中村，高橋（11）

氏等ノ如ク拮抗作用ヲ二二ザルモノアリ．之二

封シSwgimoto（12，，．馬場（13）， Planelles（14）等ノ如，

ク之ヲ認ムルモノトアリ．余モ第5報（5）二於

’テ此ノ爾者ノ三十ニツキ槍シ「ヒ」性牧縮二封シ

「アドレナリン」ノ拮抗作用ヲ確認セリ．一方疫

痢様一一時二「アドレナリン」ノ有効ナルヲ説ク

者勘カラズ．本實二二於テモ第8表ノ如ク0．1

％盤化アドレナリン」0．2cc／kgノ前虞置二三リ

5mg／kgノ「ヒ」皮下注射＝耐ヘウルヲ認メタリ．

第 8 表

海 猿

ﾔ 號

三重（9）

性
「アドレナリンJ 「ヒスタミン」

轄  ＼蹄
CC／kg 胤、弊 mg／kg 騰、辱

61 i 258 1 9 1 O．2

75 1 333 1 6 1 O．2

86 1 245 ］ 6， ［ O．2

90 1 240 1 8 1 e．2

140 ［ 280 1 9 1 O．2

O．052

0．067

0．049

0．048，

0．056

8

6

5

5

5

2・06 死（25！）

2・  死（ 8！）

1．23  生

1．2  生

1．4  生

     第9項 硫酸デトロピン」

 「ヒ」ト硫酸アトロピン」トノ家別二就キテハ

種々論ゼラル・所アリ。有効ナリトスルモノト

第 9

無効ナリトスルモノトアルモ，余ノ摘出腸管二

上ケル實th ＝於テ主旨カニ「ヒ」二封シ拮抗作用

ヲ認メタリ（第5報（5））．

表

性

0・1％硫酸ア

gロピン」
「ヒスタミン」海 狽

ﾔ 號

燈島

cc／kg 総 最
img） mg／kg

総 量
img）

70

V1

W0

P41

P48

320

Q62

`｛弼

Q75

Q70

δδ♀3δ

0．2

z0．2

|0．2

O．2

P．0

0，064

O，052

O，052

O，055

O．27

65555

1．92

P．3

P．29．

P．7

P．35

死（22！）

?i25！）

?i18’）

?i25つ
?i15！）

［ 41 ］
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 本實験昌於テハ遺憾乍ラ5m9／kgノ「ヒ」注射

ニモ其ノ効果ハ認メ得ザリキ．Dale a・Laidlaw

ρ5）ハ「アトロピン」前馬置ノ有効ナルヲ述べタ

ルモ，彼等ハ5mgノ「アトロピン」（0・1％アト

ロピン、5cc二相當ス）ヲ使用セリ．カ・ル大量

ヲ與フレバ有効ナランハ第5報（5）二於ケル成

績ヨリ見ルモ推測シ得ラル・所ナ．り・

   第10項 「フォルムアルデヒド」

 「フォルムアルデヒド」並a共ノ同籏化合物ガ

「ヒ」ノ側鎖二結合シテ之ヲ引括性化スル事ハ

Kendall（16）共他二丁リ夙＝報告セラレシ斯ナ

リ．余モ第5報（5）＝於テ摘出腸管ノ「ヒ」性牧

縮ヲ緩解セシムル事ヲ認メタリ．而シテ本薬品
ノ性質上「ヒ」溶液覗ジテ注射スル場合最モ有

効ナラント信ゼラル・モ本門験二二テハ他種藥

品トノ比較上「ヒ」注射5分前1％溶液ヲ皮下二

注射セ広州ノ結果ハ第10表ノ如クニシテ封照

トノ差ハ認ムルヲ得ザリキ．

第  1 0 表

海 二

ﾔ 號
性

1％フォルム
Aルデヒド』舳

「ヒスタミン」

輔   蹄
cc／kg 総 量

img） mg／kg
総 量
img）

78

W5

P43

三智號㈱

♀♀♂ 555

13．8

P4．4

P3．

655

1．65

P．44

P．3

死（ 5！）

?i15！）
齊?i30！）一

    第11項「ヒx．タミナーゼ」

 生艦内二於テ「ヒ」ハ酵素作用二二リ速二解毒

サル・事ガ：Best（17）二二依リ明カニセラレ，次

イデ「ヒスタミナーゼ」ト命名セラレシニ始マ

ル・’爾後諸研究者二依リ本酵素ノ性歌，所在等

究明セラレ且ツ精製モ行ハル・二流レリ．

 「デザミナ」ハ0．lg（1「アンプル」）＝依り0・5

mgノ「ヒ」ヲ解毒スト稔セラル・ガ余ノ實二二

於テモ第11表ノ如ク大計同程度ノ解毒力アル事

ヲ認メタレ．

第  1 1 表

高 狽 膿
内

「デザミナ』 「ヒスタミン』
重 性 鱒   蹄■番 號
（9） 総 量

img） mg／kg
総 量：

img）

一97 鋤 ♀ 100 5 1．45 生

99 263 ♀ 100』 5 1．32 生

1ユ7 253 ＄ 100 6 1．5 死（ 5！）

118 260 ♀ 100 6 1．55 死（14！）

142 242 3 100 6 1．45 死（35！）

     第12項 「オビスタン」

 「オピスタン」ハ1Methyl－4Phenyl一 Pyperidin－

4Carbon蜘正e－Athylesterノ俳門盤ニシテDolan－

tinト同一組成ヲ有ス．1939年Eisleb u． Schau・

mann（i8）ガ「アトロピン」ノ合成研究途上二寺町

ル非「アルカロイド」性一物質ニシテ鎭痙作用ノ

外二張力ナル鎭痛作用ヲモ有スル事平明セラレ

タリ．余ハ第5報①二於テ摘出腸管ノ「ヒ」性

牧縮三二スル拮抗作用ヲ槍シ余ノ實験セル範園

二二テハ最モ大ナル拮抗作用ヲ有シ「アトロピ

ン」ノ約5倍強力ナル事ヲ認メ報告セリ．

 イ）豫防試験：本門二二於テ其ノ0．5cc／kg

ヲ注射シオク時ハ5分後致死量ノ数倍ノ「ヒ」ヲ

皮下二注射スルモ死亡セザル事ヲ町回タリ．之

ヲ多種平野ノ有効ナルモノト雌モ6mg／kgノ

「ヒ」注射海狼ヲ救ヒ得ザリシヲ見レ’パ本i藥品ノ

［ 42 ］
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効果ハ極メテ大ナリト樗シ得ベシ．「オピスタ  ドモ呼吸困難ハ痙攣的ナラズ．1～2時間後ニ

ン」前虚置海狸ハ踊晴萎縮シ呼吸促迫ヲ呈スレ  ハ恢復スル＝至レリ．

第 1 2 抜
海 瞑

ﾔ：號

盟重（9）

性
5％「オピスタン』 「ヒスタミン」

CC／kg 総 最
img）

mg／kg
総（mg）

轄   嚇

、 51

@54
T6

@57
@60
@64
@73
@65
@68
@87
@95
P00

P15

P16

P49

P21

P27’

P47

P51

P30

P31

257

Q45

Q90

Q80

Q72

Q59

Q77

Q80

R10

Q80

Q70

R30

Q62

Q90

Q30

Q60

Q70

Q75

Q60

Q75

Q60

0．1

O．2

O．2

O．2

O．5

O．5

O．5

O．3

O．5

O．5

O．5

O．5

O．5

O．5

O．5

O．5

O．5

O．5

O．5

O．5

O．5

1．3

Q．5

Q．9

Q．8

U．8

U．5

U．95

R．5

V．75

V．0

U．75

W．25

U．55

V．25

U．

U．5

U．75

V．

U．5

V．

U．5一

 8

@8

@8

@9
@9
P0

P0

P0

P2

P2

P4

P4

Q0

Q0
Q0，  ／303030304040．

  2．06

@ 1．96

@ 2．32

@ 2．52

@ 2．45

@ 2．59

@ 2．77

@ 2．8

@ 3．72

@ 3．36

@ 3．8

@ 4．6

@ 5

@ 5．8

@ 4．6

@ 7．8

@ 8．1

@ 8．25

@ 7．8

P1．0

   生

@  生

@  生

@  生

@  生

@  生

@  生

@  生

?iCa4つ
@  生

@  生

@  生

@  生

@  生

@  生

@  生

@  生

?i20ノ）

?i15つ
@  生

?i50！）

 ・）「オビスタン」治療試験（第13表）

 前虚置二依リ致死：量ノ数儒ヲ與フルモ死亡セ

ザリシヲ以テ本剤ノ治療試験ヲ企テタリ．結論

二於テ述べタル如ク致死量以上ノ「ヒ」ヲ皮下二

注射スル時ハ極メテ迅速二中毒症1伏護現シ一二

治療ヲ加フル旧聞的絵裕ナシ．余ハ「ヒ」注射10

～15秒一二「オビスタン」ノ注射ヲ行ヒタルニ

7mg／kgノ「ヒ」ニハ耐へ得ザレドモ6mg／kgノ

           ノ「ヒ」注射海狸ヲ救ヒ得タリ．蓋シ「ヒ」ノ作用極

メテ迅速ニシテ一度中毒症歌獲現スル時ハ本藥

ノ注射ヲ行フモ症状ノ緩解ヲ來スコト能ハザル

爲メナラン．

第 ’1 3 表

海 猿 燈 「ヒスタミン」 「オピス・タン」

重 二
番 號

（9）
惇
mg／kg 絡 量img） CC／kg 総 量

img）

闘＼

103 240 ♀ 8 1．9 0．5 6 死（18！）

106 385 ♂ 7 2．7 0．5 9．5 死（22！）

108 280 ♀ 7 1．95 0．5 7 死（20！）

105 360 ♀ 6 2．15 0．5 9 生

109 320 ♀ 6 1．9 0．5 8 生

t 43 ］
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   第2節家兎二四ケル野立成績

 前節ノ海門二於ケル實験成績二鑑ミ「オピス

タン」ノ「ヒ．」中毒家兎二野スル影響ヲモ検セン

ト欲セリ．前述セシ如ク海狽が氣三枝痙攣二依

ル呼吸困難ヲ主要症1伏トセルニ謝シ家兎ハ循環

器系障碍ヲ主要症歌トナス．而シテ第5報（5）二

報告セル如ク「オピスタン」パ血璽下降二封シテ

ハ効果ナク，ムシロ下降ヲ助長セシムルが如キ

作用ヲ有ス．從ツテ「コラミン」或ハ「コラプト

ール」ノ如キ循環障碍二有効ナル藥品ヲ併用セ

ザレバ家兎二於ケル「オビスタン」ノ治療効果ハ

期待シ得ザルn非ザルヤヲ工匠シメタルモ其ノ

結果ハ「オピスタン」輩猫ヲ用フルモ海瞑＝於ケ

ルが如ク・・ハ非ザレドモ尚ホ封三山トハ明白ナ

ル差ヲ認ムノレヲ得タリ．

     第1項 封照試験
 「ヒ」ヲ家兎皮下二注射セル場合ノ最：小致死量

ハSieburg（19）二依レバ12一一一15mg／kg，高津氏（20）

＝依レバ2kg内外ノ家兎＝於テ10－27mg／kg

ナリト．當教室山田博士（21）ハ30mg／kgナリト

セリ．余ノ實験二於テモ第14表及ピ第1圖ノ如

ク二二30mg／kgヲ致死量ト看倣シ得タレドモ

1027號家兎ノ如ク恢復セル例ナキニ非ズ．

第  1 4 表

家 兎

番 號

1002

1006

1027

1028

性

s

9

9

9

高

2310

2180

ユ880

2210

『ヒスタミン」量

mg／kg 総 量img）

オピスタン量 ■ 轄   闘  ．

69．3

U5．4

T6．4

U6．3

：＝ 死（ 1st）

?i 9嚇
ｶ死（40！）

第1圖 封照家兎例

1po

1co

eo

se

T ro

血20

歴 o

煕撫Hg     O   ろ倉   1   1自重  2        3

    軽繊時聞 一伽    ’暗

4 s s 7臨

 第2項「オピス汐ン」皮下注射s依ル試験

 1029，1030號家兎ノ2例二二テ～・「オピスタ

ン」ヲ皮下二注射シ約10分後二「ヒ」35m9／kgヲ

’注射セルニ2～2i／2時間後ヲ最低トーシ以後血歴

ハ徐々二恢復二向ヒタリ．

 1001，1004號家兎ハ40mg／kgノ「ヒ」注射後

引キ綾キテ「オピスタン」σ．5cc／kgヲ注：射セリ．

1001號家兎＝於テハ血塵45mm：Hgニマデ下降

セル後恢復二向ピタリ（第15表及ビ第2圖）．

［ 44 ］
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第  1 5 表

家 兎

番 號

le29

1030

1001

1004

性

6

6

6

9

重
（g）

2320

2280

2580

2020

「ヒスタミン’」量

mg／kg

35

35

40

40

総 量
（mg）

81．2

79．8

103．2

80．8

「オピスタン」量：

cc／kg

O．2

0．1

0．5

0．5

縛 量
（mg）

23

11．5

65

50

轄

生

生

生

生

1eo

100

oo

se

T co

血20

歴 O

mmHg

第2圖 「オピスタン」皮下注射例

0  施  1  1％  2

軽『時澗→ ，

   第3項「オピスタン」静脈内注射

    二依ル試験（第16表，第3圖）

 1007，1008，1031號家兎二於テハ「オピスタン」

0・1cc／kg i・v・注射後日10分＝「ヒ」40mg／kgヲ皮

下二注射セルモ何レモ恢復セリ．1032號家兎ハ

50mg／kg「ヒ」注入例ニテ血歴下降著明ナリシ

ヲ以テ更二「オビスタン」0．05cc／kgヲ追加セル

モ約4時闇後二死亡セリ．依ツテ1033號家兎二

3 4 5 6 st．

於テ「オピスタン」0．1cc／kgヲ20％葡萄糖二混

ジテ静脈内二注射シ以後0．1cc／kgヲ皮下二追加

セル他葡萄糖5cc×2ヲ静脈内二與ヘタルニ途

二恢復スル＝至レリ．然レドモ全然之ト同檬ノ

治療ヲナセル1035號家兎ハ僅カニ50分後二死亡

セリ．要スル＝40mg／kgノ「ヒ」ニハ耐ヘウル・

モ50mg／kgノ；場合＝ハ必ズシモ然うザルモノ

’ノ如シ．

第  1 6 表

家 兎 膿 「ヒスタミン」量 「オピスタン」量
性 蒋   嚇

番 號
嵩
mg／kg 総 量

img）
cc／kg 総 量

img）

1007 ♂ 1960 4．0 78．4 0．1 9．8 生

1008 3 2235 4．0 89．4 0．1 11．2 生

1031 3 2040 4．0 81．6 0．1 10．2 生

1032 8 2240 5．0 112
0．1

O．05
16．8 死（ 4ht）

1033 3 2670 5．0 133．5
0．1i．v．

O．1s．c． 生

1035 ♀ 2020 5．0 101
0．1i．v．   「0．1s．c．

死（50！）

［ 45 ］
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mo

1co

co

ee

第3圖 「オピスタン」油島内注射例

’t n

血20

歴 O

mmHg    O  施   1  1施  2

     経 遍 時 間 →

s 4 5 6st・’

第4章総括並＝考按，

 各種藥品前庭置ノ「ヒ」皮下注射海狽二及ボス

影響ヲ見ルニ二心剤．「ヴィタミン」B等ハ申毒

症状二品シテハ有効ナランモ致死量ニハ大ナル

影響ヲ與フルニハ至ラズ．硫酸アトロピン」ハ
         t            K
文献二徴スルモ極メテ大量ヲ用フル時バ有効ナ

リト信ゼラル・モ余ノ使用量（0．2cc／kg）＝テハ

同様大ナル影響ナシ．「ヴィタミン」C，硫酸マ

グネシウム」，盤化アドレナリン」，「ヒスタミ

ナPゼ」等ハ三度ノ抵抗増加ヲ與フルヲ得タリ．

之二心シ「オビスタン」前面置海二一致死：量ノ数

倍ニモ耐ヘウルヲ認メタリ．次イデ循環障碍ヲ

主要症状トスル家兎二封シテ使用スルモ海旗二

於ケルが如キ大ナル致死量ノ増加ハ認メ得ザレ

 ドモ尚ホ明カニ有効ナルヲ誰シ得タリ．第48回

総二二於テ坂本教授（22）バ硫酸アトロピン」ノ大

量投與が疫痢＝有効ナル出血ベラレタルモ之二

品目大イニ興味ヲ感ゼル次第ナリ．蓋シ本心品

ハ硫酸アトロピン」二類似シ，ヨリ強力＝シテ

、且ツ毒性少キヲ以テナリ．

第5章 結

 1）各種藥品前庭置ノ「ヒ」皮下注射海狽ノ中

毒致死ユ及ボス影響ヲ槍シ，「オピスタン」前庭

置海狼ハ致死量：ノ数倍：量ノ「ヒ」二耐ヘウル事ヲ

認メタリ．

 2）「ヴィタミン」c，硫酸マグネシウム」，

盤化アドレナリン」，「ヒスタミナーゼ」等モ梢

論

々有効ナリ．

3）家兎二於テモ「オピスタン」前庭置ガ「ヒ」

二封シ抵抗増加ヲ來ザシメタリ．

欄筆スルニ當リ終始御懇篤ナル御指導ト御校閲

ノ榮ヲ賜ハリシ泉教授二深甚ノ謝意ヲ表ス．
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